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三河港湾
みかわこうわん

日本の主力産業の一つである自動車メーカーは、全国

各地に組立工場を有しており、その直近の港湾を利用し

て完成自動車の輸出入を行っています。その中でも、三

河港の背後圏である愛知県及び静岡県西部には多くの自

動車組立工場が立地し、三河港は日本の自動車産業の拠

点港湾の一つとなっています。特に完成自動車の輸入に

おいては、2１年連続全国一位の取扱量を誇っています。

自動車運搬船が着岸する7号岸壁では、岸壁延長が足

りないことから、別の船が沖で待機しなければならない

といった問題があります。

また、近い将来に高い確率で南海トラフ巨大地震の発

生が予想されていますが、自動車輸出入の拠点である三

河港では完成自動車を扱う耐震強化岸壁が皆無であり、

震災後の企業活動の継続及び早期復興が困難な状況です。

三河港ふ頭再編改良事業の新規事業化！

船舶が着岸
できない

■岸壁の耐震化前と耐震化後の違い(イメージ)

■7号岸壁における岸壁延長不足のイメージ

そこでこれらの問題を解消す

るために、7号岸壁を延伸し、

さらには岸壁の耐震化も行って

いきます。これにより沖待ちが

解消し、非効率な物流機能が改

善できるほか、背後圏の緊急物

資輸送機能が確保され、企業活

動の継続や早期復興が可能にな

り、自動車流通港湾としての機

能を強化できます。

本事業によって、効率的な物

流機能が確保され、三河港を利

用する地域産業の国際競争力の

向上、低コストで効率的なス

トック管理、CO2排出量や

NOx排出量の軽減、さらには地

域住民の安全安心の向上が期待

できることから、当事務所では

円滑に事業を進めていけるよう

努めていきたいと思います。
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※一部の地域を除きます。

海とみなとの相談窓口

３月７日、名古屋駅近くの安保ホールにおいて、第１３回伊勢湾再生海域検討

会（事務局：中部地方整備局港湾空港部）が開催されました。伊勢湾再生海域検

討会は当事務所で開催している三河湾部会の上位検討会で、伊勢湾全体における

行動計画の目標や施策などを具体的に検討していくために行われています。

当所から2月27日に開催された三河湾部会の検討内容や議論について報告をし

たほか、伊勢湾シミュレータ※の検討状況や伊勢湾で行われている環境学習など

の活動状況についての報告がありました。

委員の方々は、疑問点の確認や今後の取り組み方針など熱心に確認されており

ました。

第１３回伊勢湾再生海域検討会で三河湾部会の報告

■ 三河湾環境チャレンジ

（蒲郡市主催）

■ 下水道の日統一キャンペーン

（豊川流域下水道推進協議会主催）

２０１３年度夏以降イベント紹介

三河港湾ぎゃらりー三河港湾ぎゃらりー

三河港湾事務所では昨年度、夏休み以降も現場見学、環境学習および地元行事などのイベントを開催・支援

し、多くの方々にご参加いただきました。ここではその一部をご紹介いたします。

検討会のようす
※伊勢湾における水質環境を予測するための数値解析シミュレーション

■ 芳川渡し場まつり

（高浜市芳川町地先）

■ 亀の子隊クリーンアップ活動

（田原市・西の浜）

9月19日

船上学習として、竹島や西浦、東幡豆周辺
を航行しながら、三河湾の水温や透明度、
プランクトンの発生状況を調べました。

三河港内や豊川浄化センターを船上から見
学したり、カモメリアの見学や下水道のビ
デオ学習を行いました。

10月5日

10月27日 11月17日

昭和31年の衣浦大橋完成に伴い廃止され
た「藤江の渡し」の記念碑を地域の文化遺
産として継承し、地域の交流と海に親しん
でいただくため毎年行われているものです。

「川と海のクリーン大作戦」を兼ねている
もので、亀の子隊・協力企業・一般参加の
方々が協力しゴミを拾い集めました。


